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研究成果の概要（和文）：本研究では、個人の異質性を想定した経済において、国際貿易を考慮しない閉鎖経済
モデルと、国際貿易を考慮した開放経済モデルを使って、国内や世界の不平等の分析を行った。特に、閉鎖経済
モデルにおいてはラムゼイモデルを利用し、初期の個人の資産やリスク回避度が個人の資本ストックに影響を与
えることを解析的に示し、定常状態が一意に存在することを示した。又、米国の所得の現実データを利用し数値
計算を実施した。又、開放経済においてはヘクシャー・オーリンモデルを利用し、非相似型効用関数において、
初期の所得分布の違いが国際貿易を通じて世界不平等を生むことを解析的に示した。

研究成果の概要（英文）：In this study, assuming the heterogeneity of initial capital stock held by 
individuals and individual utility functions, we analyze domestic and global inequality using a 
closed economy model and an open economy model. Specifically, in the closed economy model, we use 
the Ramsey model to analytically demonstrate how individuals' initial assets and risk aversion 
affect their capital stock. We show that a unique steady state exists. Additionally, we conduct 
numerical simulations using real income data in the United States. In the open economy model, we 
utilize the Heckscher-Ohlin model to analytically show that differences in initial income 
distribution lead to global inequality through international trade in the case of non-homothetic 
utility functions.

研究分野：マクロ経済学

キーワード： 家計の異質性　経済成長　国際貿易
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
資産や選好(好み)が異なる個人が存在する経済において解析分析をする場合、多くの研究では、初期の経済と長
期の均衡の経済とを切り離すことで、分析を容易にする工夫をしていた。しかし、本研究ではそれらを切り離さ
ずに、初期に資産の多い（少ない）個人、リスクに寛容な（リスクを回避する）個人といった異質な個人を想定
したうえで、解析分析可能な枠組みを工夫し、長期の均衡が一意に存在することを証明した。更に、米国の所得
データを利用し、シミュレーションを実施し、現実の所得分布の推移を踏まえ、将来の不平等の経過を提示し
た。又、貿易する２国において、世界・国内不平等がどう変化するかについて分析した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１． 研究開始当初の背景 
 
 代表的個人モデルでは、所得の散らばりはなく所得不平等を扱うことができない。従って、不
平等問題を扱う際、多人数からなるマクロ経済動学モデルの利用が必要となる。Becker (1980)
においては、多人数のマクロ経済動学モデルでは、初期条件と定常均衡とを切り離すことができ
ない問題が指摘され、個人の割引率が同じであれば、個人の資本水準を求めることは困難とされ
た。それ以降、複雑な設定を組み込むことで、初期条件と定常状態とを切り離す工夫がなされた
が、その切り離しは投資判断に重要なリスク回避度の影響を長期の所得水準から切り離す問題
を持っている。又、現実には、家計の投資判断はさまざまであり、リスク回避度の異質性を、す
なわち、効用関数の異質性を考慮する必要がある。 
 一方で、2000年代以降は、家計や企業の異質性を考慮したマクロ経済分析が盛んに行われて
いる。特に、2010年代以降は、所得不平等の変化に関して所得層ごとの動きを確認している研
究が盛んであり、所得上位層の資産が先進国において拡大し続けている原因について分析を行
っている。例えば、Benhabib et al (2011)では労働所得と遺産動機の異質性が原因で所得分布が
パレート分布になるメカニズムを解明している。Jones and Kim (2017)や Gabaix et al (2016)
では、家計の労働所得や企業の生産性に幾何ブラウン運動に従うショックを設け、所得上位層に
特有の資産拡大の解明を行っている。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、異質な効用関数を想定した多人数のマクロ経済モデルにおいて、不平等分析
やマクロ経済政策の効果を分析することにある。又、同じ国内不平等を分析するにしても、国際
貿易を考えない閉鎖経済モデルと、それを考慮する開放経済モデルでは、国内不平等の形成に本
質的な違いが存在するため、両モデルに注意を払い実施する必要がある。特に、国際貿易を考慮
すると、資本集約・労働主役や完全特化型・不完全特化型といった分業パターンによって、初期
の所得分布が同じであっても国際貿易を通じて長期の所得分布の形成の変化に影響を及ぼす。
更に、初期の所得不平等の国家間での違いが長期の国際分業構造の変化に与える可能性も大い
にある。これらを包括的に研究することが目的である。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1)閉鎖経済モデルにおいては、マクロ経済動学分析で広く利用されているラムゼイタイプの連
続時間モデルを利用し分析を実施する。特に、初期条件と定常状態を切り離さずに、効用関数の
異質性の議論が行えるという点で、個人が[0,1]区間に連続で存在する場合ではなく、多人数の
個人が存在するラムゼイタイプの連続時間モデルの枠組みを利用した。分析手法においては、解
析分析とシミュレーションによる数値分析を実施した。 
 
(2) 開放経済モデルにおいては、２国の国際経済モデルとして広く利用されているヘクシャー・
オーリンモデルを利用した。その上で、貿易構造と関連付けて、世界全体の不平等と国内の不平
等を分析した。分析手法については、上記(1)と同じである。 
 
 
４．研究成果 
 
(1) 閉鎖経済モデルによる異質な効用関数を考慮した多人数のマクロ経済モデルを構築し、初期 
条件と定常状態を切り離す工夫を入れなくても、解析的に分析できることを示した。特に、経済
全体の定常状態については、代表的個人を想定したラム
ゼイタイプのモデルと同じ定常状態である一方、個々人
の定常状態の資本水準については、個々人の異質性に依
存することを解析的に示した。特に、初期の資本ストック
量と相対的リスク回避度の逆数である異時点間の代替の
弾力性が個人の資本水準決定に影響を与えた。又、数値シ
ミュレーションにおいては、1981 年の米国所得データを
利用し、8万人の所得全てを異なる数字で与えた。右図は
そのときの初期の資本ストック量の分布になる。又、効用
関数においても、初期の資本ストック量が多い個人ほど
リスク愛好的であるとし、それぞれの効用関数のパラメ
ータを異なるものにした。その設定のもと、下図は、ジニ



係数の動きと、5分位で分けた所得層のそれぞれが全体に占める所得割合をシミュレーションで
示した。但し、赤色の実線は実際の米国経済の動きを表しており、破線はシミュレーションの結
果となっている。この研究成果は、Discussion Paper にまとめられている。 

 
 
(2) 開放経済モデルにおいては、2国、2財、2要素のヘクシャー・オーリンモデルを利用し、2 
国は初期の所得分布を除いて、対称的な設定とした。一方で、効用関数については、相似型効用
関数と非相似型効用関数の 2つを取り上げ、それぞれの効用関数の設定が、所得の不平等にどの
ような影響を与えるかを分析している。主要な結論の一つは、2国の初期の国内の総資本ストッ
ク水準を同じとした場合において、第 1に、相似型効用関数を想定した場合、初期の所得分布の
２国間の違いに関係なく、2国の総資本ストック水準は時間を通じて同じ水準を取ることを解析
的に示した。第 2に、非相似型効用関数を想定した場合、初期の所得分布の 2国間の違いが影響
し、2国間で貿易が開始されることを確認し、時間を通じて、2国の総資本ストック水準に違い
が出てくることを解析的に示した。このケースにおいて、長期的な総資本ストック水準が多い国
においては、投資材部門により多くの資本と労働を使っている一方、もう一つの国では、消費財
部門により多くの資本と労働を使っていることを解析的に確認をした。 
 また、数値シミュレーションにおいては、2つの国にそれぞれ2人の個人が想定すると仮定し、
世界の不平等と国内の不平等を異時点間の代替の弾力性の大きさに関連付けて示した。 
下図は世界の不平等とそれぞれの国の異時点間の代替の弾力性を比較した結果である。但し、
初期時点における世界全体の総資本ストック量を横軸に表している。 



図：横軸は定常の経済と初期経済との距離を表している。数字が小さいほど、定常状態からの距離が遠い
ことを表している。縦軸は、Foreign country の 2 個人の初期の資本ストック量の違いを表している。数字
が小さいほど、個人間の資本ストック水準が大きく異なっていることを表している。(a)は Home country
と Foreign country の総資本ストック水準の比較を表している。(b)はそれぞれの国の異時点間の代替の弾
力性の比較を表している。 
 
具体的には、定常状態からどの程度離れているかを横軸は表している。次に、Home country は
不平等が極めて大きい国と想定し、個人の初期資本ストック量を固定している。一方で、Foreign 
country の初期時点における資本ストック量は様々なケースを数値で分析している。具体的には、
縦軸が Foreign country の初期時点における個人の資本ストック量の相対的な違いを表してい
る。 
(a)は世界の不平等を表している。＋記号が Foreign country のほうが多くの資産を持ってお
り、▲記号は Home country のほうが多くの資産を持っていることを表している。(b)はそれぞれ
の国の異時点間の代替の弾力性の和を比較している。＋記号が Foreign country のほうが異時
点間の代替の弾力性の和が Home country のそれよりも大きいことを表している。▲記号は Home 
country のほうが異時点間の代替の弾力性の和が Foreign counry のそれよりも大きいことを表
している。 
 
 次に、下図は、国内の不平等、それぞれの国の個人の異時点間の代替の弾力性、Home country
と Foreign country との資本ストック水準が時間を通じて逆転したかどうかを表している。 
縦軸や横軸は上図と同じ設定である。その上で、(a)は、国内の不平等を表している。×記号は
両国において国内の不平等が拡大、＋記号は 1国が国内の不平等が拡大、〇記号は両国とも国内
の不平等は拡大しないことを表している。(b)は、個人の異時点間の代替の弾力性の大きさを比
較した結果を表している。×記号が、両国で初期に裕福な個人が大きな異時点間の代替の弾力性
を持っている場合、＋記号が、1国で初期に裕福な個人が大きな異時点間の代替の弾力性を持っ
ている場合、〇記号が、両国で初期に貧困な個人が大きな異時点間の代替の弾力性を持っている
場合を表している。(c)は、それぞれの国において、初期に裕福な個人が時間を通じて貧困な個
人に資産で逆転されるか否かを示している。〇記号が両国で逆転されない場合、＋記号が 1国で
逆転される場合、×記号が両国で逆転される場合を表している。 
 この研究成果は、Discussion paper にまとめられている。 
 

図：横軸は定常の経済と初期経済との距離を表している。数字が小さいほど、定常状態からの距離が遠い
ことを表している。縦軸は、Foreign country の 2 個人の初期の資本ストック量の違いを表している。数字
が小さいほど、個人間の資本ストック水準が大きく異なっていることを表している。(a)は Home country
と Foreign country の国内の個人の総資本ストック量の比較した結果を表してる。(b)はそれぞれの国の個
人の異時点間の代替の弾力性の比較した結果を表してる。(c)はそれぞれの国において、初期に裕福な個人
が時間を通じて、初期に貧困な個人に資産を逆転されているかどうかを表してる。 
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